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　ストレス感受性は，ネガティブな環境刺激に応じてネガティブ感情を経験する傾向のこと
である。本研究の目的は，学校生活場面に焦点をあて，学校ストレス感受性に関連する出来
事（場面）を収集してネガティブ感情との関連から分類することである。公立中学校１年生
31名（男子17名，女子14名）を対象に，代表的なネガティブ感情を具体的に提示したうえ
で，学校ストレス感受性に関連する出来事（場面）について自由記述による回答を求めた。
KJ法を援用し，コレスポンデンス分析およびクラスター分析の結果，19の小カテゴリーは
「イライラ・怒り群」「落ち込み・悲しみ群」「恥・緊張群」「不安・恐怖群」の４つの群
に分類された。今後，この分類に適合する項目を準備し，尺度を作成していく必要がある。
－  18  －
宮道　力 ・藤生　英行
-3-
問題と目的
 子どもの問題行動に関連する要因のひとつに，日常の学校生活でのストレスが注目され
ている。学校ストレスに関する研究は，問題行動の予防，解決方策の検討や心身の健康増
進を目的に積み重ねられ，それらの多くは学校ストレッサーをストレスフルな出来事の経
験頻度と嫌悪性 (e.g. 岡田, 2002; 岡安・嶋田・丹羽・森・矢冨, 1992)により評価されてい
る。岡安他（1992）によると，学校ストレッサーは「教師との関係」「友人関係」「部活
動」「学業」「規則」「委員活動」の６因子で構成されること，ストレス反応と正の相関
があることが明らかにされている。しかし，これまでの学校ストレス研究で検討されたス
トレッサー評価について，石津・安保（2013）は，学校ストレッサーのストレス反応に与
える影響はそれほど大きくないことを指摘し，ストレッサーを必要以上に受けてしまうと
いう個人要因を含めた検討が必要であると述べている。そこで，本研究1ではストレッサー
とネガティブ感情間の個人差を生み出す要因として，「ストレス感受性（stress sensitivity）」
 「ストレス感受性」は，「ネガティブな環境刺激に応じてネガティブ感情を経験する傾
向」(Menne-Lothmann, Jacobs, Derom, Thiery, van Os, & Wichers, 2012)と定義される。
1本研究は，日本発達心理学会第 25 回大会（2014）にてポスター発表をした内容を基に，
一部修正をして新たに分析し，まとめたものである。
 不登校，いじめをはじめとする様々な子どもの問題行動は，中学生で深刻化することが
多い。中学生の時期は，身体的，精神的に急激な発達的変化を遂げる時期とされ，対人関
係，社会における自己の位置の変化，周囲からの期待や要求の変化，学業面での学習内容
の高度化，友人との競争激化などがあり，不安定な心理状態に陥りやすい時期である(e.g. 
古川，浅川，小泉，1992）。
という概念に着目する。「ストレス感受性」を検討する意義は，不安定な心理状態に陥
りやすいとされる中学生において精神的健康を損なうリスクの高い生徒を抽出し，手厚
い支援や予防的介入につなげることである。
Myin-Germeys & van Os  (2007)は，「ストレス感受性」に関する一連の研究に関する展望
論文を著した。その中で、精神疾患を発症しやすい人にストレッサーがどのように影響す
るのかはあまり明確になっていないことを指摘し，精神疾患への脆弱性に「ストレス感受
性」の高まりがみられると述べている。質問紙を用いた「ストレス感受性」に関する研究
は，原・古田・村松（2011)が小学生を対象に実施したものが存在するのみである。彼ら
は中村・兼松（1996)が作成した日常ストレス尺度を用いて「個人が経験したストレスの
大変さ」の評価と「ストレス経験者全体での大変さ」の評価とを比較し，大変さの相対的
高さによって「ストレス感受性」を測定した。しかし，これは著者自身も認めるが, 「大
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方 法 
 
 調査協力者 A県内公立B中学校の１年生31名（男子17名，女子14名）を対象とした。 
 実施時期  2013 年 7 月 
 調査内容 経験するネガティブ感情によって学校ストレス感受性に関連する出来事（場
面）が異なる可能性を探索すること，中学生が対象であることからネガティブ感情の内容
を理解しやすくするために代表的な４つのネガティブ感情（「イライラ・怒り」「落ち込み・
悲しくなる」「不安・恐さ」「恥ずかしさ・緊張」）と，後ろ向きな気持ちになるネガティブ
感情とを具体的に提示し，学校ストレス感受性に関連する出来事（場面）を収集した。具
体的には，学校生活場面で直面すると，⑴落ち込んだり悲しくなると思われる出来事（場
面），⑵不安を感じたり恐さを感じると思われる出来事（場面），⑶イライラしたり怒り
を感じると思われる出来事（場面），⑷恥ずかしさを感じたり，緊張すると思われる出来
事（場面），⑸後ろ向きな気持ち（さびしい，うらやましい等）になると思われる出来事
（場面）について質問をした。 
 倫理手続き 調査実施の前に調査目的を説明し，調査には守秘義務が課されること，調
査協力者の自由意思に基づき実施すること，回答しないことによる不利益が生じないこと，
匿名性を保持することなどの説明を行った。 
 調査手続き 調査は，学校長の承諾を得た後，ホームルームの時間に協力教員の教示で
調査票を配布し，約 20 分間をかけて調査した。調査票は自由記述式であり，各質問に対す
る回答は１つ以上，３つまで記載することを求めた。調査票の配布は直接研究協力校に持
参し, 訪問して回収した。  
 統計分析 全ての統計分析は，R-3.5.1 を用いて分析した。 
  
 
変だ」と思う気持ちについて児童全体の平均より多い子どもを「ストレス感受性」が高い
と定義したものであり，「ストレス感受性」自体を測定しているとは言えない。精神疾患
を発症しやすい人にストレッサーがどのように影響するのかを明らかにしていくために,
「ストレス感受性」自体が測定できる尺度の開発が求められる。
　本研究では，学校生活場面の「ストレス感受性」を学校ストレス感受性と命名し、学校
生活場面に焦点を絞り研究を進める。本研究の目的は，「ストレス感受性」の測定を可能に
するストレス感受性尺度作成のための第一段階として，学校ストレス感受性に関連する出来
事（場面）項目を収集し，KJ法の援用，さらにコレスポンデンス分析と階層的クラスター分
析を用いて，ネガティブ感情との関連から各カテゴリーを分類することである。
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自由記述による調査票の回答は219項目に整理された。心理学系大学教員３名，心理学系
修士１名，心理学系大学院生１名によりKJ法を援用して分類した結果，「友人関係（８カ
テゴリー，72項目）」「学業関係（６カテゴリー，91項目）」「組織活動関係（２カテゴ
リー，27項目）」「先生との関係（１カテゴリー，11項目）」「その他（２カテゴリー，
18項目）」の５つに大分類された（Table 1参照，以下同様）。「友人関係」は，さらに「友
だちからの悪口」「無視・間接攻撃」「仲間はずれ・独りぼっち」などに分類された。「学
業関係」も「テスト結果」「テスト前」「人前での発表」などに分類され，「組織活動関
係」は「集団での葛藤」と「部活動」，「その他」は「失敗」と「その他の出来事」に分
類された。最終的に19の小カテゴリーに分類された。 
結 果 
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大カテゴリー 小カテゴリー 項目内容 反応数
１．友人関係 ⑴友だちからの悪口 友だちに悪口を言われたとき 6
長縄のときに責められたとき 1 7
⑵無視・間接攻撃 無視されたとき 6
挨拶を返してくれなかったとき 1
友達が自分の名前を言っていたら，もしかしたら自分は陰で嫌われ
ているのではないかと心配になる 1
自分のことを笑われたとき 1
陰で笑われる 1
コソコソ話をしていて自分のことでないかと不安になる 1 11
⑶仲間はずれ・独りぼっち 仲間はずれにされたとき 4
友人に裏切られたとき 4
独りぼっちのとき 3
グループから外されたとき 3
友達が学校を休む 2
休み時間、遊ぶ人がいないとき 1
友だちと何日も遊んでいないとき 1
周りに置いていかれたとき 1 19
⑷いじめ いじめが起こったりしたとき 4
ネット上で自分の名前を勝手に使われたとき 1
リンチされるとき 1 6
⑸嫌がらせ 嫌なことを言われたりされたりするとき 3
友達にバカにされたり侮辱されたり、嫌味を言われたとき 1
何か変なことを言われると思ったとき 1
友だちがからかってきたり，お遊びで叩いてくるとき 1
自分の考えが正しいと思っている人にからかわれたとき 1
しつこく嫌がらせをしてきたとき 1
無理やりものごとを押しつけられたとき 1
教科書を盗まれた 1
物を壊されたりしたときに笑いながら返された 1
けなされた 1 12
友だちとうまくやっていけるか 1
クラスになじめるか 1
中学校に入学したときにみんなと仲良くなれるか不安 1
嫌いな友だちと話しているとき 1
友だちと仲良くできなかったとき 1
仲良くできているかを考えたとき 1 6
⑺友だちとのけんか 友だちとけんかしたとき 7
けんかをしても全然謝ってくれないとき 1 8
⑻友だちによる自慢 友人に自慢されたとき 3 3 72
２．学業関係 ⑴テスト結果 テストの点数(成績)が悪かった(低い)とき 15
自分の得意な教科でいい点数が取れなかったとき 1
テストであまり良い点じゃなかったとき 1
テストの点が90点未満 1
テストや通知表を渡されるとき 1
中間・期末の点数が悪くて落ち込んだ 1
テストの成績が下がる 1 21
⑵テスト前 テストで良い点が取れるか不安 2
テストの前日やテスト前の時間 1
テスト勉強のとき 1
テストのとき 1
テスト前の後悔 1 6
⑶人前での発表 みんなの前で発表するとき 15
多くの人がいるところで独りで何かするとき 2
一人で大きな声を出すとき 1
クラスの前で発表すること 1
コンクールの録音のとき 1
一人で何か発表するとき 1
ステージ上に立ったとき 1
ダンスの発表会で緊張した 1
みんなの前で何かをやるとき 1
何かのリーダーを決めるときに前に立って演説をするとき 1
ステージで何かを発表するとき 1
発表するときに間違えてしまったりしたとき 1
先生や先輩の前で何かをしなければいけないとき 1 28
⑷忘れもの 忘れものをしたとき 6
宿題や持ちものを忘れたとき 3
何かやるのを忘れたとき 1
忘れものをしたらどうしようかと思ったとき 1 11
⑹友だちとの関係づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　Table 1        KJ法援用による学校ストレス感受性に関連する出来事（場面）の分類　　　　　　　　　（n =31）
小計
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 学校ストレス感受性に関連する出来事（場面）とネガティブ感情との関連を検討するた
めに，上述の小カテゴリーを縦に，質問したネガティブ感情を横に集計をした（Table 2）。
そして，ネガティブ感情における「その他のネガティブ感情」と，小カテゴリーの「その
他の出来事」を除外し，コレスポンデンス分析を実施した。第１軸から第３軸までの寄与
率は，順に50.69%，30.51%，18.79%であった。さらに，階層的クラスター分析（Ward法，
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Table 1       KJ法援用による学校ストレス感受性に関連する出来事（場面）の分類 （n =31）
小計
（続く）
大カテゴリー 小カテゴリー 項目内容 反応数
勉強の内容がわからないとき 3
問題が解けない、間違っていたとき 2
宿題の量が多すぎるとき 1
課題が終わらない 1
頑張って勉強してもなかなか良い結果が出ないとき 1
夏休みにどれくらい勉強したらいいかがよくわからない 1
なかなか成功しないとき 1
努力が報われなかったとき 1 11
⑹学業での比較・進路 他の人だけいい点数を取っているとき 1
自分のやっていることがあっているのか不安 1
友だちは頭が良いが自分は頭が良くないからうらやましい 1
相手がいいことをして褒められているとき 1
学年１位の人がうらやましい 1
勉強ですぐに理解できた人がいたとき 1
他の子がみんなできていることが自分はできないとき 1
自分はどんどん点数が悪くなっていくのに周りの友だちはみんなよ
くなっているとき 1
周りの人と比べてしまい，すごく差があったとき 1
友だちにはできるのに自分にはできないこと 1
行きたい学校に行けなかったら落ち込むだろう 1
本当に行きたい学校に行けるか不安になった 1
テストの点数が悪く高校に行けるかと思ったとき 1
中学校に入学したときに勉強についていけるか不安 1 14 91
３．組織活動関係 ⑴集団での葛藤 自分の思い通りに行かないとき 2
自分の思い通りにならなかったとき 1
指示に従ってくれなかったとき 1
あるものごとが決まらないとき 1
誰かに嫌われたとき 1
みんなが行動を起こそうとせず自分勝手な場面 1
話をきちんと聞いてくれないとき 1
人が何かを人のせいにしているとき 1
みんなが違うことを選んだとき 1
みんなが頑張っているときに一人だけ違う行動を取っている人がい
るとき 1
自分の意見を真っ向から否定されるとき 1
自分は間違っていないのに人に間違っていると言われるとき 1
うるさいとき 1
呼びかけをしているのに全然聞いてくれないとき 1
話したいことがうまく伝わらなかったとき 1 16
⑵部活動 試合や練習をさぼってふざける人がいるとき 1
部活を休むと言いに行くとき 1
部活で失敗したとき 1
バスケで１対１で負けたとき 1
メンバーに選ばれなかったとき 1
１年戦でメンバーに選ばれるかどうか 1
先輩に注意されるとき 1
部活を何回も休んだとき 1
部活でやりたいことができなかったとき 1
部活で先輩と練習をするとき 1
部活の試合で負けてしまったとき 1 11 27
４．先生との関係 ⑴先生との関係 先生に怒られたとき 7
納得できない理由で怒られているとき 1
先生が何も知らないくせに友だち関係に勝手に入ってくる 1
先生が誰かの意見を否定したとき 1
注意をされたとき 1 11 11
５．その他 ⑴失敗 失敗（ミス・エラー）をしたとき 4
間違えてしまったとき 2
ルールを破ってしまったとき 1
友だちに借りていたものを壊してしまったとき 1
友だちに借りていたものを失くしてしまったとき 1
静かなところで大きな音（転んだり）を出したとき 1 10
⑵その他の出来事 植物が枯れたとき 1
都合の悪いことが起こったとき 1
給食に嫌いなメニューが多い 1
音楽があるとき 1
借りたい本がなかったとき 1
晴天のとき 1
秘密がばれたとき 1
面倒くさいとき 1 8 18
合計 219 219
⑸学習内容・課題の難しさ
　　　　　　　　　　　　　　　　Table 1        KJ法援用による学校ストレス感受性に関連する出来事（場面）の分類　　　　　　　　　（続き）
小計
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対象間の非類似度は平方ユークリッド距離の1/2倍）を行い，各カテゴリーを分類したとこ
ろ，「イライラ・怒り群」「落ち込み・悲しみ群」「恥・緊張群」「不安・恐怖群」の４
つの群に分類された。「イライラ・怒り群」は，「嫌がらせ」「集団での葛藤」「友だち
による自慢」「友だちとのけんか」「学習内容・課題の難しさ」「友だちからの悪口」「無
視・間接攻撃」，「落ち込み・悲しみ群」は「仲間はずれ・独りぼっち」「テスト結果」，
「恥・緊張群」は「人前での発表」，「不安・恐怖群」は「忘れもの」「学業での比較・
進路」「友だちとの関係づくり」「テスト前」「先生との関係」「失敗」「いじめ」「部
活動」で構成された（Figure 1）。コレスポンデンス分析および階層的クラスター分析の第
１軸・第２軸の結果と，第２軸・第３軸の結果を示す（それぞれFigure 2, Figure 3）。また，
各カテゴリーの各軸に対する絶対寄与率と，軸が各カテゴリーをどの程度説明するかを示
す相対寄与率を示す（Table 3）。 
 
－  24  －
宮道　力 ・藤生　英行
⑴落ち込み・
悲しくなる ⑵不安・恐さ
⑶イライラ
・怒り
⑷恥ずかしさ
・緊張
⑸その他の
感情
男子（人） 31 28 28 22 8
女子（人） 28 23 27 20 4
友だちからの悪口（以下，件数） 4 1 2 0 0
無視・間接攻撃 5 2 4 0 0
仲間はずれ・裏切り 11 3 1 0 4
いじめ 3 3 0 0 0
嫌がらせ 1 1 10 0 0
友だちとの関係づくり 0 5 1 0 0
友だちとのけんか 3 0 5 0 0
友だちによる自慢 0 0 3 0 0
テスト結果 14 2 2 3 0
テスト前 0 4 1 1 0
人前での発表 0 0 0 28 0
忘れもの 2 9 0 0 0
学習内容・課題の難しさ 3 1 5 2 0
学業での比較・進路 2 6 0 0 6
集団での葛藤 1 2 13 0 0
部活動 4 4 1 1 1
先生との関係 2 3 4 2 0
失敗 2 3 1 4 0
その他の場面 2 2 2 1 1
計 59 51 55 42 12
Table 2   	ネガティブ感情種類別における学校ストレス感受性に影響を与える出来事(場面)のクロス集計
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Figure 1 学校ストレス感受性に関連する出来事（場面）とネガティブ感情とのデンドログラム
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考 察
調査票の回答による学校ストレス感受性に関連する出来事（場面）を KJ 法援用により分
類した結果，小カテゴリーの反応数をみてみると，「人前での発表」「テスト結果」「仲
間はずれ・独りぼっち」「集団での葛藤」などの項目が多かった。本研究の目的は，学校
ストレス感受性に関連する出来事（場面）を収集するのみでなく，ネガティブ感情との関
連から学校ストレス感受性に関連する出来事（場面）を分類することのため，コレスポン
デンス分析を実施した。その結果，第１軸と第２軸での累積寄与率が 79.38％であることか
ら，データの持つ情報のほとんどは第１軸と第２軸の平面上に集約されていると解釈でき
る。
Figure 2 の軸の解釈のためにネガティブ感情の観点から絶対寄与率をみると，第１軸に高
い絶対寄与率を持つのは「恥ずかしさ・緊張」であった。相対寄与率をみると，第１軸が
－  28  －
宮道　力 ・藤生　英行
第１軸 第２軸 第３軸
1.236 .004 3.950
.457 .001 .542
2.061 .154 1.846
.726 .033 .241
2.240 4.395 17.858
.195 .230 .575
.861 4.925 .122
.223 .766 .012
3.067 17.650 2.005
.212 .736 .052
1.000 3.720 13.827
.120 .268 .613
1.783 5.384 1.458
.320 .582 .097
.845 8.035 .809
.141 .809 .050
.204 1.928 26.057
.019 .105 .876
.027 1.811 9.255
.006 .240 .754
77.610 .677 .105
.994 .005 .001
1.605 14.271 11.925
.110 .588 .302
.063 2.853 .225
.034 .922 .045
1.163 9.489 4.961
.133 .655 .211
4.043 20.682 4.183
.224 .690 .086
.360 2.977 .032
.166 .828 .005
.044 .350 1.018
.069 .333 .598
1.789 .696 .365
.763 .179 .058
5.547 6.957 58.996
.176 .132 .692
5.019 33.200 37.281
.129 .515 .356
10.388 59.429 3.683
.219 .753 .029
79.045 .415 .040
.997 .003 .000
注：上段　絶対寄与率
　　下段　相対寄与率
ネガティブ感情
無視・間接攻撃
仲間はずれ・裏切り
いじめ
嫌がらせ
友だちとの関係づくり
テスト前
人前での発表
イライラ・怒り
恥ずかしさ・緊張
先生との関係
失敗
落ち込み・悲しくなる
不安・恐さ
学校ストレス感受性に関連する出来事（場面），ネガティブ感情
の絶対寄与率と相対寄与率
      Table 3
友だちによる自慢
テスト結果
友だちとのけんか
友だちからの悪口
学校ストレス感受性に
影響を及ぼす場面
忘れもの
学習内容・課題の難しさ
学業での比較・進路
集団での葛藤
部活動
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よく説明するカテゴリーは「人前での発表」と「失敗」であった。第１軸は，右に「恥ず
かしさ・緊張」の高いカテゴリーが配置され，「人前での発表」は「恥ずかしさ・緊張」
と強く関連することが示された。第２軸に高い絶対寄与率を持つネガティブ感情は，「イ
ライラ・怒り」と「不安・恐さ」であった。上には「不安・恐さ」の高いカテゴリーが配
置され，下には「イライラ・怒り」の高いカテゴリーが配置されていると解釈できる。相
対寄与率をみると，第２軸がよく説明するカテゴリーは「友だちによる自慢」「集団での
葛藤」「嫌がらせ」「部活動」「いじめ」「学業での比較・進路」「忘れもの」であった。
「友だちによる自慢」「集団での葛藤」「嫌がらせ」は「イライラ・怒り」との関連が強
く，「部活動」「いじめ」「学業での比較・進路」「忘れもの」は「不安・恐さ」と強く
関連することが示された。カテゴリー分類のために階層的クラスター分析を行った結果，
ネガティブ感情の質の観点から「イライラ・怒り群」「落ち込み・悲しみ群」「恥・緊張
群」「不安・恐怖群」の４つに分類された。Figure 2 では「落ち込み・悲しみ群」と「不安・
恐怖群」との間に重なりがあったため，Figure 3 により検討した。「落ち込み・悲しみ群」
と「不安・恐怖群」は，別のクラスターを形成していることが示唆された。Figure 3 の軸の
解釈にあたっては，第３軸に高い絶対寄与率を持つネガティブ感情は「落ち込み・悲しく
なる」と「不安・恐さ」であった。Figure 3 の第２軸では左に「イライラ・怒り」の高いカ
テゴリー，右に「不安・恐さ」の高いカテゴリーが配置され，第３軸では上に「不安・恐
さ」の高いカテゴリー，下に「落ち込み・悲しくなる」の高いカテゴリーが配置されてい
ると解釈できる。相対寄与率をみると，第３軸がよく説明するカテゴリーは「テスト結果」
「仲間はずれ・独りぼっち」「テスト前」「友人との関係づくり」であった。「テスト結
果」「仲間はずれ・独りぼっち」は「落ち込み・悲しくなる」と強い関連があり，「テス
ト前」「友だちとの関係づくり」は「不安・恐さ」と強い関連のあることが示唆された。
 本研究の結果から，経験するネガティブ感情の質によって学校ストレス感受性と関連す
る出来事（場面）の異なることが示唆された。ストレス感受性尺度の作成にあたっては，
「イライラ・怒り群」「落ち込み・悲しみ群」「恥・緊張群」「不安・恐怖群」の４つの
群からそれぞれ複数の項目を作成し，尺度化することが必要である。
本研究の限界と今後の課題 
 第一に，調査対象が１校１クラスに限定されていたことが挙げられる。今回，調査協力
を得た学校は，日ごろより授業規律や校則が遵守されるなどの学習環境が整っており，可
能な限り多くの生徒が委員の役割を担うように配慮している学校であった。また，総じて
家庭環境も安定している生徒が多い学校であった。本研究での結果は，学級もしくは学校
独自の特性を反映している可能性が考えられる。広く受け入れられる結果を示すためには，
他の学級や学校に調査を広げていくことが必要である。
－  28  － －  29  －
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 第二に，本研究は質的調査をもとに分析をしている。本研究で収集した学校ストレス感
受性に関連する出来事（場面）や分類の結果をもとに，学校ストレス感受性に関する尺度
項目を作成し，関連要因との関係を見ていく必要がある。学校ストレス感受性尺度の作成
に際して，既存の学校ストレッサー尺度との区別をいかに図るかは大きな課題になると考
えられる。 
 第三に，本研究は中学生の学校生活場面に限定して分析を行っている。中学生を取り巻
くストレス環境の実態を捉えるには，学校生活場面だけでは十分でない。家庭生活場面で
の調査と分析が必要である。 
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